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Ⅰ はじめに 

 中央教育審議会は、令和３年１月26日の

答申「令和の日本型学校教育」1)の中で、今

日の学校教育が直面している課題として、

「子供たちの多様化」や「生徒の学習意欲の

低下」を挙げている。これらの課題解決のた

めに、答申の中では、個に応じた指導を学習

者の視点から整理した「個別最適な学び」

と、多様な他者との協働を通して行う「協働

的な学び」の重要性が示された。 

 また、令和４年12月13日の文部科学省公

表「通常の学級に在籍する特別な教育的支援

を必要とする児童生徒に関する調査」2)によ

って、通常の学級に在籍する特別な教育的支

援を必要とする児童生徒は、小・中学校で

は、8.8％という数値となった。平成24年の

調査の小・中学校6.5％と比べると2.3ポイ

ント増加しており、これまで以上に通常の学

級における特別支援教育の視点を取り入れた

授業づくりの必要性が明らかになった。 

 この増加は、通常の学級の担任を含む教員

や保護者の特別支援教育に関する理解が進

み、今まで見過ごされてきた学習に困難さの

ある児童生徒に、より目を向けられるように

なったことが一つの理由として考えられる。

一方、通常の学級の担任からは、特別な支援

を必要とした児童生徒への具体的な指導方

法・支援方法について苦慮している声を聞く

ことが多い。  

特別支援学級や通級指導教室で学ぶ児童生

徒が全国的に増えている中、特別支援教育の

視点を取り入れた授業づくりの取組は、今日

的な課題に即した研究であるといえる。 

 

研究概要 

令和４年12月13日の文部科学省公表「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒に関する調査」によって、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒は、小・中学校では、8.8％という数値となった。 

通常の学級における特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりとして、「児童生徒が自

らの学習状況を把握し、主体的に学習を調整できる」ようにするためにはどのようなプロセ

スで指導を行っていったらよいか検討し実践した。実践では、「Ｒ（リサーチ・アセスメン

ト）」を中心に据え、R－PDCAサイクルを活用した授業改善を行った。 

通常の学級に在籍する児童生徒に対して教員が実行しやすいアセスメント方法を考慮し

て、「Co-MaMe」と「MIM」をアセスメントツールとして活用した実践を行った。また、児童

生徒の自己理解を深めるための取組として、「自分研究所シート」と「おたすけアイテム」

を開発した。 

 

キーワード  支援教育 個別最適な学び Co-MaMe MIM Ｒ－ＰＤＣＡサイクル  



Ⅱ 研究のねらい 

平成19年に特別支援教育が学校教育法に位

置づけられ、一人ひとりの教育的ニーズに対

して適切な指導及び支援を届けるために、学

校現場では様々な取組がなされてきた。「令

和の日本型学校教育」に示されている全ての

児童生徒の可能性を引き出す「個別最適な学

び」は、これまでの特別支援教育の個に応じ

た指導の重要性を「学習者の視点」から整理

したものと捉えた。 

 授業を通して児童生徒が自らの学習を調整

しようとすることは、学習者側から「個別最

適な学び」に近づくことと考える。その際、

指導者の役割は、「なりたい自分」に向かっ

て必要な支援を児童生徒が選択できる適切な

環境を整えることであると捉えた。 

また、他者との協働を通して行う「協働的

な学び」を授業に取り入れることで、自分の

よさや可能性を再認識することにつながると

考えた。 

そこで、本研究では、「児童生徒が自らの

学習状況を把握し、主体的に学習を調整でき

る」ようにするためにはどのようなプロセス

で指導を行っていったらよいか検討し実践す

ることとした。 

図１ 研究構想図 

Ⅲ 研究の方法 

小・中学校の通常の学級における児童生徒

に対する授業実践をもとに研究を行う。 

 授業実践においては、次の４点を意識した

実践を行い、検証をしていく。 

１ 特別な支援を必要とする児童生徒を対

象としてアセスメントを行い授業づくり

に反映させること 

２ R－PDCAサイクルを活用した授業改善

を行うこと 

３ 児童生徒が自己理解を深めることを促

すこと 

４ 「なりたい自分」に向けて児童生徒が

自ら学習を調整していく力の育成を促す

こと 

Ⅳ 研究内容 

１ アセスメントの重要性 

 通常の学級において特別な支援を必要とす

る児童生徒は、何らかの教育的ニーズを有し

ている。教育的ニーズが表出している場合

は、本人や保護者から支援を求めてくること

が多い。一方、集団生活に適応できるため、

静かに授業時間を過ごし、本来の教育的ニー

ズを教員や保護者に気付かれずにいる児童生

徒も少なくない。 

通常の学級の担任は、児童生徒への具体的

な指導方法・支援方法について苦慮してお

り、「支援を要する児童生徒に早期に気付く

ことが難しい」「通常の学級に在籍する特別

な支援を必要とした児童生徒への具体的な支

援方法を考えるのが難しい」等の声を聞く。 

また、児童生徒に対して、心理検査等のア

セスメントを実施することが難しく、明確な

実態把握ができない状況が多い。 

そこで、通常の学級に在籍する児童生徒に

対して教員が実行しやすいアセスメント方法

を検討し、検証した。 

 

２ アセスメントツールの活用 

本研究では、通常の学級に在籍する児童生

徒に対するアセスメントツールを選定する際

に、次の２点について考慮した。 

 

(1)「Co-MaMe」の活用 

 Co-MaMe3)4)（Continuous Multiphase a

nd Multistage educational support） 

連続性のある多相的・多階層な教育支援を

意味している。国立特別支援教育総合研究所

の研修事業部主任研究員土屋氏が、特別支援

学校（病弱）での実践事例を収集・分析し、

精神疾患及び心身症のある児童生徒への支

援・配慮の有効な手立てを示したもの。 

特別支援学校（病弱）、病弱・身体虚弱特

別支援学級には、発達障害の二次的な障害や

不登校等、適応面・行動面に困難を抱える児

「指導者側が活用しやすいアセスメント

ツールであること」 

「アセスメントの結果が具体的な指導・

支援につながること」 

※R-PDCA…Ⅳ研究内容２を参照 



童生徒がいる。このような実態は、通常の学

級でも同様であると捉え、本研究では、Co-

MaMeを児童生徒の実態把握に活用すること

とした。なお、Co-MaMeを通常の学級のアセ

スメントに活用した事例は今までになく、複

数の教職員がアセスメントをすることは、作

成者である土屋氏より先進的な活用事例とし

て許諾を得ている。 

Co-MaMeには、児童生徒の実態把握の視点

が詳細に記されており、本研究のアセスメン

トツールとして有効であるといえる。Co-Ma

Meは、児童生徒の教育的ニーズが６つの領

域、40の項目に細かく分類されており、支

援・配慮の時期を３つの時期で示しているた

め児童生徒の小さな変容に対応しやすい。 

「受容期」…教員から、共感や受容をしな

がら活動の土台を築く段階 

「試行期」…気持ちや行動の振り返りを行

いながら、少しずつ取り組む

段階 

「安定期」…友達や社会との関わりの中

で、自分にあった対処方法を

見つけて目標に向けて取り組

む段階 

 なお、Co-MaMeは、複数の教職員がアセス

メントをすることで、児童生徒の実態を幅広

く把握することができる点、支援項目ごとに

具体的な支援や配慮の事例が記載されている

点で本研究に活用できると考えた。 

 

 

図２ Co-MaMeによる支援・配慮のイメージ図 

 

 

 

表１ Co-MaMeの支援項目 

 

図３ Co-MaMeを用いたアセスメントの様子 

領域 項目 

心理 不安・悩み、感情のコントロー

ル、こだわり、意欲・気力、自己

理解、気持ちの表現、情緒の安

定、気分の変動、自信 

社会性 集団活動、社会のルールの理解、

コミュニケーションスキル、同年

代との関係、家族との関係、教師

との関係、異性との関係、他者へ

の信頼、他者への相談、他者理解 

学習 学習状況、処理能力、聞き取り・

理解力、読み・書き、記憶力、注

意・集中、学習への意識、経験 

身体 身体症状・体調、巧緻性、動作・

体力、多動性、感覚過敏 

学校生

活 

見通し、物の管理、登校・入室へ

の抵抗感 

自己管

理 

睡眠・生活リズム、食事、服薬、

病気の理解、ストレスへの対処 

Co-MaMeの使い方 

①アセスメントシートへの記入 

 参加する教職員がアセスメントシート

を記入する。 

②共通理解を図る 

 作成したアセスメントシートをもと

に、支援する項目を１つか２つに絞る。 

 教育的ニーズが決まったら、イメージ

図を使って支援・配慮を考える。 

③整理用シートにまとめる 

 課題内容、支援の短期目標、具体的な

支援内容を整理用シートに記入し、支援

の方向性を統一する。 

④振り返りをする  

 学期に１回を目安にアセスメントを行

い、教育的ニーズの変化や支援・配慮の

時期の変化を検討する。 

 

 



(2) 多層指導モデル「MIM」の活用 

MIM5)（Multilayer Instruction Mode

l） 

MIMは、独立行政法人国立特別支援教育総

合研究所主任研究員の海津氏が開発した考え

方である。本研究では、小学校低学年におい

て、MIMの考え方を取り入れ定期的なアセス

メントをもとに適切な支援を行っていくこと

とした。多層指導がより効果的に実施できる

よう普段の学習場面でも再観察し、詳細な実

態把握を行った。 

多層指導の考え方は教育活動の様々な場面

で汎用性があり、中でも、段階別のワークシ

ートは、国語のみならず、様々な学校教育の

場面で応用できる。さらに、読みの指導で用

いられている感覚を使った指導方法も紹介さ

れている。 

指導者が多層指導を意識することは、特別

支援の視点を取り入れた授業づくりであり、

「個別最適な学び」の実現につながると捉え

た。また、学習者が自己選択・自己決定する

場面にもつながり、自分にとって分かりやす

い学び方の理解につながると考えた。 

  
図４ 通常の学級における多層指導モデル 

 

(3)小学校低学年に対するアセスメント 

 小学校低学年の児童は、生活経験が浅く、

正確な実態把握が難しい。本研究では、MIM

による定期的なアセスメントの結果をもと

に、対象児童を設定し、Co-MaMeを活用し、

支援の手立てを考えることに取り組んだ。 

 

①MIMによるアセスメント…対象児童の設定 

対象児童Ａ…３rdステージ 

平仮名の読みや書きの一部に困難さがあ

る。全体への指示や問題の意図を理解する

ことが、難しいときがある。 

②「Co-MaMe」によるアセスメント 

協議参加者…担任、学年主任等   

協議の結果 

「Co-MaMe」…支援項目を「Ｃ３：聞き取

り、理解力 試行期」と設定し、具体的な手

立てを検討  

 

 

３ アセスメントを中心に据えたＲ－ＰＤ

ＣＡサイクル 

授業づくりで大切にしてきたＰＤＣＡの意

識に加えて、「Ｒ（リサーチ・アセスメン

ト）」を中心に据えた授業づくりを行うこと

は、授業づくりに特別支援教育の視点を取り

入れることである。 

「Ｒ（リサーチ・アセスメント）」を意識

すると、児童生徒に対する適切な指導・支援

を行うことができるようになる。適切な指

導・支援により、児童生徒が本来もっている

力を発揮することで、自身の自己理解を深

め、「なりたい自分」に向かって自らの学習

を調整していくことにつながる。 

図５ Ｒ－ＰＤＣＡサイクルによる授業づく

り 

Co-MaMeによるＣ３「聞き取り、理解力 

試行期」の支援方法の例 

①分かりやすく視覚的に教材を工夫する。 

②説明や活動を分かりやすく説明する。 

③自信をもてるようにする。 

本単元における具体的な手立ての例 

①図や具体物を使って説明する。 

 リーディングトラッカーを用意する。 

②一斉指示の後に理解できたか確認する。 

 指示した後に復唱させる。 

 簡単な言葉で表現する。 

③難易度の異なるワークシートを準備す

る。 

できたことをスモールステップでほめ

る。 



(1)「Ｒ 児童生徒の実態把握」 

児童生徒を多面的・多角的に捉えるため、

複数の教職員で教育的ニーズを把握し、支援

方法を決定する。 

児童生徒の実態は、教科だけでなく教科外

にも及ぶ。児童生徒の困っていることは何

か、児童生徒の教育的ニーズは何かを把握す

ることで、授業の目標を細分化し、手立てを

考えることができる。 

具体的には、児童生徒の行動観察期間を設

け、複数の目で観察してきた。観察した内容

をもとにアセスメントツールを活用し丁寧な

実態把握を行った。 

 

(2)「Ｐ 適切な支援を取り入れた授業構

想」 

全ての児童生徒にとって分かりやすい授業

づくりを目指し、授業構想を練る。特別な支

援を必要とする児童生徒のアセスメントをも

とに、適切な指導・支援を取り入れながら指

導計画を作成する。 

適切な指導・支援とは、「なりたい自分」

と指導・支援が往還している状態であると考

えた。そのため、指導計画を作成するにあた

り、指導者は、教科等で育成したい資質・能

力や単元目標を意識し、学習者には、「でき

た」「分かった」という喜びを感じられるよ

うに指導計画を作成した。 

 

(3)「Ｄ 適切な支援を取り入れた授業実

践」 

多層的な支援を設定した授業づくりを意識

することにより、単元目標や「なりたい自

分」に向かって、自らに適した支援を選択し

て取り組む場面が見られた。児童生徒は、分

かる喜び、できる喜びを実感していくこと

で、自己肯定感を高めることをねらった。 

 

(4)「Ｃ 指導者と学習者の振り返り」 

授業に適切な指導・支援が取り入れられて

いるかを振り返るためには、学習者と指導者

双方の視点から振り返る必要がある。さら

に、特別な支援を必要としている児童生徒に

行った支援方法が、結果として全ての学習者

の理解の深まりにつながったかを振り返る必

要がある。 

学習者の視点では、「教科等の資質・能力

を習得することができたか」「習得するため

に自ら学び方を選択することができたか」

「なりたい自分に近づくことができたか」等

を意識した振り返りを行う。 

 指導者の視点では、「学習者が教科の資

質・能力を獲得することができたか」「支援

方法は適切だったか」「ニーズに合った支援

を選択できるようにしたか」等、指導改善の

視点で振り返る必要がある。 

 

（5）「Ａ 授業改善」 

Ｒ－ＰＤＣＡを用いた授業改善を行うに

は、常に「Ｒ（リサーチ・アセスメント）」

に立ち返り、必要に応じて再アセスメントを

行うことが重要である。学習者側の視点で必

要な支援を選択できるよう授業づくりを行う

ことで、児童生徒は、自ら必要な支援を選択

する自己調整力が育まれていく。 

対象児童生徒の変容を見取り、再アセスメ

ントによって明確にすることは、通常の学級

における効果的な授業づくりの指標になる。 

 

Ⅴ 研究実践 

１ 授業づくりの視点 

児童生徒の実態を個別に把握するために

「Co-MaMe」や「MIM」を活用した。通常の

学級に在籍し、教育的ニーズのある児童生徒

１名を対象にアセスメントを行い、対象児童

生徒に対して有効な手立てをもとに授業づく

りを行う。 

 

２ 小学校 第６学年 算数科 

 

 

 

 

 

(1)対象児童のアセスメント 

対象児童Ｂ…相手の表情や態度から気持ち

を読み取ることが苦手で、自分の考えを表現

することに消極的な児童である。 

単元名 「分数でわる計算を考えよう」 

本時の目標 

「分数を分数でわる計算の仕方を既習の

計算をもとに考え、説明できる」 



アセスメントツール…「Co-MaMe」 

協議参加者…担任、学年主任、教科で関わ

る教員計７名   

協議の結果…支援項目「Ｂ１０：他者理

解」に設定し、具体的な支援の手立てを検討 

 

(2)「なりたい自分」の姿との関連 

「なりたい自分」に向けて自己実現を繰り返

すことが、自己理解を促し、自ら学習を調整

する力につながると考え、「なりたい自分」

の姿と指導・支援の手立てが往還しているか

を検討し、指導案に明記した。 

 

 

 

 

 

図６ 「なりたい自分」の記載 

 

(3)対象児童Ｂの様子  

自力解決の場面では、ノートや可視化した

ヒントカードを活用することで、自分の考え

をもつことができた。 

考えを記述する場面では、ヒントが記載さ

れていないシートを選択し、自分の考えをま

とめることができた。 

考えを伝える場面では、自分が描いた数直

線図と文を用いて友達に考えを伝えることが

できた。 

 

 

 

 

 

図７ 対象児童Ｂの記載 

 

(4)授業後の協議会より（抜粋） 

授業後に複数の教員で、授業での学習者の

変容と指導者の指導・支援の在り方について

協議した。 

「指導者」 

実態把握をもとに手立てを考えたことで、

対象児童の教育的ニーズと具体的な指導・支

援が一致した。 

「参観者」 

導入部で困り感を示していた児童も含め、

終末には、全ての児童が自分の考えをもつこ

とができていた。 

対象児童Ｂについては、支援項目Ｂ１０

「他者理解 試行期」の段階を十分に達成し

ていると考えるため、再アセスメントの必要

性を感じる。 

児童の自己選択・自己決定を促すために、

多層化されたワークシートやヒントカードが

有効であった。 

 

(5)授業後の取組 

適切な指導・支援を行っていくうえで、変

容する児童生徒に合わせて再アセスメントを

行うことが重要である。対象児童Ｂは、継続

的に指導・支援を行ううちに、他者を意識し

た行動が増え、自分の考えを表現する場面も

増えた。そこで、学期末に再アセスメントを

行い、支援項目をＢ１０「他者理解 安定

期」に変更して指導・支援を行っていくこと

とした。 

 

Co-MaMeによる「Ｂ１０他者理解 試行

期」の支援方法の例 

①友達との関わり方を工夫する。 

②見通しをもたせる。 

③友達と気持ちや意見を伝え合う機会を設

定する。 

④自己評価や目標を掲示して取り組む。 

本単元における具体的な手立ての一部 

①行動や発言の仕方、他者との距離の取り

方を一緒に確認する。 

②単元全体の計画を提示する。 

授業の流れをパターン化する。 

１時間の授業の流れを板書する。 

本時の学習目標を明示する。 

③多様な考えを受け入れることができるよ

うに、計算の仕方を考えたり、求めた答

えを伝え合ったりする時間を設定する。 

自分に合ったワークシートやヒントカー

ドを選んで活用できるようにする。 

話合い活動のときには教員が支援する。 

④「なりたい自分」に向けて、目標を設定

し、毎時間の終わりに自己評価を行うよ

うにする。 



３ 中学校 第１学年 数学科 

 

(1)対象生徒のアセスメント 

対象生徒Ｃ…学習課題の把握に時間がかか

る。自信がなく、分からないことがあっても

自己表現ができず、一斉指導の後に個別に言

葉をかけることが多い生徒である。 

アセスメントツール…「Co-MaMe」 

協議参加者…担任、学年主任、教科で関わ

る教員   

協議の結果…支援項目を「Ｃ３聞き取り、

理解力」と設定し、具体的な手立てを検討 

 

 

(2)「なりたい自分」の姿との関連 

 グループでの学び合いを通して、他者の意

見を聞くことで、他者を理解し、尊重してい

く児童生徒の学びの獲得につながる。 

交流を通して、「分かりやすく説明できる

ようになりたい」という思いに向かって取り

組むことが、自己実現につながると考え、意

見交流の場面に支援の手立てを設定した。 

 

図８ 「なりたい自分」の記載 

 

(3)対象生徒Ｃの様子  

グループでの話合いでは、友達が具体物を

操作する様子に着目し、課題を理解すること

ができた。 

グループでの学びあいの中で、ヒントスラ

イドを活用して、伝え方を工夫することがで

きた。 

意見交流の際に自信がなさそうな様子が見

られたが、友達の意見を複数回聞くことで、

自分の意見がまとまり、自分の考えを伝える

ことができた。 

 

図９ グループでの話合いの様子 

 

(4)授業後の協議会より（抜粋） 

授業後に複数の教員で、授業での学習者の

変容と指導者の指導・支援の在り方について

協議した。 

「指導者」 

方程式を意識した解き方に着目させるため

に、グループで課題把握をしたことは有効で

あった。 

対象生徒Ｃ実態を意識して、支援を取り入

れることで、最後まで諦めずに取り組ませる

ことができた。 

「参観者」 

 具体物を操作することは、生徒が自己解

決を図る場面だけでなく、説明する場面で多

く活用されており、理解を深める際に有効で

あった。 

Co-MaMeによる「Ｃ３聞き取り、理解力 

試行期」の支援方法の例 

①見通しをもたせる。 

②分かりやすく視覚的に教材を工夫する。  

③説明や活動を分かりやすく説明する。 

本単元における具体的な手立ての一部 

①課題を正しく理解するため、グループで

課題の確認を行う。 

②スライドを使って図や表を映し出した

り、具体物を用いて操作できるようにし

たりする。 

③自分の考えを伝えたり他の意見を聞いた

りする機会をつくるようにする。 

単元名 「方程式 １次方程式の利用」 

本時の目標 

「規則性ある問題を、方程式を利用して

解くことができる」 

「方程式を活用した問題解決の過程を振

り返り、その手順を検討しようとしてい

る」 



ワールドカフェ方式で、多様な考えを聞く

ことで、理解が深まっていた。 

見通しをもてずに困ったときに、自力解決

のヒントになるものがあるとよい。 

 「なりたい自分」の姿が明確でない生徒

のために、生徒自身でアセスメントできるツ

ールがあるとよい。 

 

(5)授業後の取組 

対象生徒Ｃは、学期末に再アセスメントを

行ったところ、支援項目をＢ１０「Ｃ３聞き

取り、理解力 試行期」として継続して支援

していくこととした。その際、各教科等の指

導において見通しをもたせることの重要性が

共有された。 

 

４ 児童生徒の自己理解を深めるための取

組 

 特別支援の視点を取り入れた授業実践を重

ねることで、指導者の支援と学習者の「なり

たい自分」が往還することの大切さがより明

確になってきた。指導者が準備した支援が児

童生徒の「なりたい自分」に寄り添ったもの

になっているのか。児童生徒の自己理解が進

んでいない場合は、適切な準備が難しいとい

う点も見えてきた。 

 そこで、児童生徒の自己理解を深めるため

の手立てが必要であると感じた。 

 また、指導者が準備した手立てが過度な支

援となり、自己解決の場を阻害してしまうの

ではないかと考えた。 

 

(1)児童生徒が自分のもっている力を最大限

発揮するための「おたすけアイテム」の作

成 

児童生徒が学習を進める際、自分の力を最

大限発揮できるように、「おたすけアイテ

ム」を作成した。 

学習に困ったら青枠のアイテムから使

い、解決できなかったら黃色のアイテムを使

えるようにした。 

「分類」 

青…「今までの学習を思い出す」「問題を読

み直す」等、一人でできるもの 

黄…「友達と相談する」等周りの人と行うも

の 

「活用場面」 

児童は、学習に困ったら教室に掲示した表の

中からアイテムを選び、できるだけ自分の力

で解決しようとするようになった。 

カードにして一人ひとりに配付しても活用

できる。 

教員用にも印刷しておくと、机間指導の

際、教員が直接児童生徒に声をかけながら選

ばせることができて便利だった。 

 

図10 「おたすけアイテム」 

 

(2)児童生徒の自己理解を促す「自分研究所

シート」の作成 

アセスメントツール「Co-MaMe」の項目と

本市のキャリア教育において示す４つの基礎

的汎用的能力を関連付けた自己診断シートを

作成した。児童生徒が自己理解を深め、「な

りたい自分」に向けて取り組んでいくこと

は、キャリア発達を促す意味でも効果的であ

る。全職員で共通して取り組んでいくため

に、キャリア教育で育みたい基礎的・汎用的

能力と関連付けて整理するシートにすること

が効果的であると考えた。 

「活用場面」 

 学校行事や学期の節目等に、キャリア・パ

スポートと併用して活用することで、児童生

徒が自己理解を深めたり、自分の成長を感じ

たりすることにつなげた。 

 教員は、児童生徒の成長や「なりたい自

分」の変容を把握することにつながった。 



  
図11 Google Formsを活用した「自分研究

所シート」の一部 

 

Ⅵ まとめ 

１ 成果 

(1)「個別最適な学び」の実現に向けて 

特別支援教育の視点を通常の学級の授業づ

くりに取り入れることにより、指導者は、多

様な指導・支援方法を試み、多層的な考え方

を授業の中に多く取り入れることができるよ

うになった。これを、学習者の視点から捉え

ると、児童生徒が「自己選択・自己決定」す

る場が増え、主体的な学習に取り組めるよう

になった。 

主体的な学習の場面に効果的だったのは、

次の３点である。 

①学習形態や表現方法等、学び方を児童生

徒が選択すること 

 「トリオトーク」「全体共有」「スライド

共有」「ワールドカフェ方式」等 

様々な学び方を経験する中で、児童生徒が

目的にあった学び方を選択できるようになっ

ていく姿が見られた。 

②教材・教具を選択できること 

 「多層的な学習シート」「タブレットPC

を用いたヒントスライド」「具体物」「感覚

を使った指導」等 

本人の理解しやすい教材・教具を活用した

り、困難さを減らしたりすることで、教科等

の目標の達成に近づくことができたと考えら

れる。 

③指導者と学習者の往還を意識した授業づ

くり 

 授業のゴールを指導者と学習者が意識する

ことにより、育成したい資質・能力が明確に

なる。指導者と学習者の往還を意識して授業

づくりを行うことで、児童生徒は主体的に学

び、自分のもてる力を最大限に発揮して課題

に取り組もうとする姿が見られるようになっ

た。 

このことより、児童生徒が「なりたい自

分」の姿を見据え、自己選択・自己決定を低

学年より繰り返していくことが自己理解につ

ながると考える。児童生徒が自己を理解し、

継続的に学びを獲得することは、まさに「個

別最適な学び」につながるものである。 

 

(2)協働的な学びの実現 

 交流を通して、他者を理解し、尊重してい

く協働的な学びは、児童生徒の学びの獲得の

ために重要である。 

そのため、授業を展開するにあたり、グル

ープや学級全体で考えを共有する時間を多く

取るように努めた。 

協働的な学びの場面において、「どのよう

に説明したらよいか」「友達は、どうしてこ

のように考えたのだろう」「自分とは違う考

えがある」等、学びに対する気付きや深まり

が見られた。 

児童生徒は交流を通して多様な他者を理解

することができた。 

授業後の振り返りからは、「説明を何度か

聞くことで理解が深まった。」「１回目より

２回目の説明のほうがうまくできた。」等、

協働的な学びの場を意識しながら、考えを交

流することのよさに気付いていった。 

 

(3)キャリア教育との関連 

授業を展開するにあたり、児童生徒自身の

内在したエネルギーと支援の手立てが一致し

た時に、児童生徒が学習に対して前向きにな

り、学習目標の達成に向かって意欲的に取り

組むことできた。 

児童生徒が、自らの学習を調整し、自己実

現を繰り返していくことは、「なりたい自

分」に向かって進んでいく力の育成であり、

児童生徒一人ひとりのキャリア形成に繋がっ

ているといえる。 

 



２ 課題 

(1) 本研究の実践での活用 

 通常の学級に在籍する特別な教育的支援を

必要とする児童生徒が増加する中、通常の学

級の教員による「個別最適な学び」の実現に

向けた資質向上は急務である。児童生徒の教

育的ニーズ、「なりたい自分」を把握し、児

童生徒のもてる力を最大限発揮できるよう本

研究の成果を広く発信していく必要がある。 

 

(2)児童生徒指導との関連 

 不適応行動を起こす意識の根底に「なりた

い自分になれないことへの困り感」があると

私たちは捉えた。そもそも、児童生徒指導は

支援教育と一体化がなされてこそ、効果的に

機能するものと考える。これは、従来行われ

てきた「積極的児童生徒指導」の考え方につ

ながるものである。本研究では、「なりたい

自分」に向けて、複数の教職員によるアセス

メントをもとに学習指導を行ってきた。児童

生徒が学習場面において自己実現を繰り返

し、前向きに取り組もうとする姿は学校生活

全般にも波及していった。集団生活で不適応

行動を起こしていた児童生徒が、授業以外の

時間にも自分から友達と関わろうとする姿

は、本研究の中で見られた成果の一つであ

る。 

一方、見方を変えると、「なりたい自分」

を把握し、アセスメントの結果と相互に関連

付けて、児童生徒指導を行うことは、学習面

を含む学校生活全般へよい影響を与えること

が考えられる。しかし、本研究では十分に検

証できておらず、これからも実践を積み重ね

ていく必要がある。 

 

Ⅶ 終わりに 

通常の学級に在籍する特別な教育的支援を

必要とする児童生徒は増加している。これは

支援の視点が周知されていることが大きいと

思われるが、「個別最適な学び」に焦点をあ

てた時、いかに学校現場の先生方が児童生徒

の見取りや指導支援方法等に困り感を感じて

いるかが見て取れる。本研究はわずか２年間

ではあったが、これまで行われてきた環境を

整えることや外的なアプローチを主体とした

特別支援教育を多面的多角的に捉えることが

できたように思う。 

研究を始めるにあたり、私たちは「指導者

はいつも、対象児童に丁寧に寄り添い指導支

援をしているのに、思うような結果になら

ず、よりよい変容が見られない。なぜなの

か。」考えた。児童や生徒の変容がいくら指

導者や支援者が丁寧に環境を整え、寄り添

い、適切な指導や支援を心掛けて授業を展開

しようと試みても、学ぶ側の授業に臨む姿勢

や気持ちが高揚し充実していなければ、資

質・能力は身に付かない。相模原市の教育を

表す言葉として「支援教育とキャリア教育は

車の両輪である」といわれることが多い。 

協議を重ね、授業実践を積み、方向性が児

童生徒主体に向いた時に、まさに特別支援教

育はキャリア教育に支えられている、児童生

徒のキャリア形成は特別支援教育の視点があ

ってこそ積み重ねられていくことを確信し

た。 

通常の学級で指導支援方法に苦慮している

先生、児童生徒の実態を明確に把握できず苦

慮している先生、そして、自己達成感が得ら

れずに授業に前向きになれずにいる児童生

徒、自力で解決できる喜びを感じることがで

きずにいる児童生徒。アセスメントの具体的

方法はもちろんだが、研究の後半に差し掛か

った時に作成し活用した「自分研究所シー

ト」や「おたすけアイテム」は、授業に臨む

児童生徒が自らアプローチできる方法であ

り、自己有用感を導くため活用できるツー

ル、困った時に使えるツールとなっている。 

私たちの限られた実践はほんの一部に過ぎ

ない。学校現場でアセスメント方法と実践

し、作成したツールを活用していただくこと

でより生きた授業づくりにつながるものと捉

えている。特別支援教育の視点を取り入れた

授業づくりは児童生徒と日々向き合って教育

活動を行う、先生方一人ひとりの声をこれか

らもつなげていくものであると私たちは考え

ている。 
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